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現況分析

（１） 現況分析の構成

現況把握を踏まえ、山形広域都市圏の都市・交通上の問題・課題を把握するため、

以下の３つの大項目、１２の小項目からテーマ設定を行い、分析を行いました。 

ア 暮らしに係る分析

近年、人々の暮らしに関連する様々な社会動向の変化が見られます。例えば、人口

減少や超高齢社会に伴い、今後、高齢者の単身世帯の増加が想定されます。共働き世

帯の増加や、親世帯・子供世帯と同居・近居する世帯の増加など、住まい方に変化が

みられます。 

交通に係る動向としては、他の調査結果などから、若者の車離れや非正規就業者の

外出率の低下などの傾向が表れています。 

子育てや教育、介護など様々な場面で、自動車での「送迎」が重要な役割を果たし

ていることが想定されます。また、健康増進、環境の面から優れた交通手段である自

転車の利用促進が期待されています。 

東北地方を中心として甚大な被害をもたらした東日本大震災の発生を契機に、防災

対策への関心が高まっています。 

上記に挙げたような、近年の社会動向の変化を踏まえ、「個人・世帯・住まい方」

「自動車社会」「自転車利用」「休日交通」「滞留人口」に関する分析テーマを設定し

ました。

個人・世帯・住まい方

個人の属性や、世帯の属性により、外出率やトリップ原単位、利用交通手段等の交通

特性に違いがあるかを把握します。住居形態による交通特性の違いや親世代との同居

や近居など、住まい方による交通特性の違いに着目します。 

自動車社会

一般に自動車社会と言われている山形広域都市圏において、トリップデータからみ

た自動車の使われ方について分析します。 

自動車が使えない人の移動は、他者の自動車での送迎に支えられていることや、タ

クシーを利用していることなどが考えられますが、送迎トリップやタクシーのトリッ

プ特性についても分析します。 
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自転車利用

トリップデータから見た自転車の使われ方を把握するとともに、特に利用が多い属

性や地域を特定し、今後の自転車の利用促進策検討や利用環境整備検討の基礎資料と

します。 

休日交通

山形広域都市圏パーソントリップ調査では、平日と休日それぞれ１日の人の動きを

調査しています。平日と休日で交通手段や目的地にどのような違いがあるかなど、休

日の交通の特性を把握します。 

滞留人口

パーソントリップ調査データでは、いつ、どの場所に、どれくらいの人がいるのかと

いった“滞留人口”を把握することが可能です。都市圏内の地域別・時間帯別の滞留人

口を推計し、例えば、災害発生時における被災想定地域の防災対策などに活用します。 

イ 都市構造

山形市では山形市都市計画マスタープランを策定し、将来のまちづくりの方針を定

めています。人の移動の実態から、現状の都市構造と交通の関係性を明らかにし、山

形市都市計画マスタープランの実現に向けた、都市・交通上の問題を把握します。 

分析にあたり、山形市都市計画マスタープランで位置づけられる「将来都市構造」

の構成要素に関連付けて、「中心市街地」「郊外の拠点」「集落部」「ネットワーク」に

関する分析テーマを設定しました。

中心市街地

中心市街地の人口動態や都市機能の集積状況、および集中トリップの特性から、中

心市街地の賑わい創出や回遊性向上に向けた課題を明らかにします。 

郊外の拠点

都市計画マスタープランで定めた「地域の拠点」に対して、トリップの集中量や圏域

などの分析を通じて、拠点としての機能を果たしているか、また、拠点機能の向上に向

けた課題を明らかにします。 

集落部

市街化区域外の集落部に居住する人について、日常の交通手段や買い物先などにつ

いて分析します。 
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ネットワーク

各拠点（中心市街地・郊外の拠点・集落部）を結ぶ交通手段として、路線バスや鉄道

などの公共交通の使われ方を分析します。公共交通のサービスが良い地域は、公共交

通が使われているのか、また、そうした地域に居住する高齢者の免許返納が進んでい

るかといった観点から分析を行います。また、自動車利用の観点から、現況配分シミュ

レーションにより、道路の混雑状況についても分析します。 

ウ 山形市発展計画

山形市の上位計画である「山形市発展計画」では「健康医療先進都市の実現」を掲

げ、「定住人口・交流人口の拡大」「“健康”と“医療”を核とした施策展開」「山形市

特有の個性、魅力を活かしたまちづくり」を基本方針として施策を進めていくものと

しています。 

この「山形市発展計画」の実現に向けて、人の移動からみた問題を把握するため

に、「健康・医療」「定住人口・交流人口」に加え、同計画の重点政策のひとつとして

位置づけられる「仙山連携」を分析テーマとして設定しました。

「仙山連携」

山形広域都市圏と仙台都市圏を行き来する人は、「どのような人が」「どのような目

的で」「どのような交通手段で」行き来しているか、平日休日別にその特徴に違いが

あるかなどを分析し、仙山連携の促進に向けた都市・交通政策上の課題を明らかにし

ます。 

「健康・医療」

「徒歩」トリップや「交際」目的、「散歩・ジョギング」目的のトリップなど、健

康増進に資する活動の実態を把握することで、健康に暮らせるまちづくりの実現に向

けた課題を明らかにします。 

「定住人口・交流人口」

山形市への転入者の動向について、特に県外などから転入してきた方の現住所の位

置や、利用交通手段などの交通特性を明らかにし、定住人口の拡大に向けた検討の基

礎資料とします。 

交流人口の観点からは、「はじめて訪れた場所」に着目して、「はじめて訪れた場

所」が集中する地域や施設は何か、どのような手段で訪れているかなどを分析し、交

流人口拡大に向けた検討の基礎資料とします。 
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表 現況分析のテーマ 

暮らしに係る分析 

「個人・世帯・住まい方」 

「自動車社会」 

「自転車利用」 

「休日交通」 

「滞留人口」 

都市構造に係る分析 

「中心市街地」 

「郊外の拠点」 

「集落部」 

「ネットワーク」 

山形市発展計画に係る分析 

「仙山連携」 

「健康・医療」 

「定住人口・交流人口」 
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（２） 暮らしに係る分析

ア 個人・世帯・住まい方

個人属性からみた移動の特性・活動場所

トリップの目的構成を年齢階層別に見ると、平日の６０歳未満は、通勤、通学などの

義務的な移動が多く、６０歳以上の高齢者は私事目的の移動が多くなっています。休

日になると、多くの年齢階層で、私事目的の移動が半数を占めるようになります。 

※目的「不明」は集計対象外 

※目的「不明」は集計対象外 

図 年齢５歳階層別・目的構成比（男女計・都市圏計）
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年齢５歳階層別の手段構成比を見ると、幅広い年代で自動車が活用されていること

がわかります。８０～８４歳の高齢者の概ね４割は“自分で運転”しています。１０

～１４歳の子どもは、平日は大半が徒歩で移動していますが、休日になると自動車

（同乗）の割合が増えることから、家族等と一緒に自動車で移動するようになってい

ると考えられます。 

※「自動車（運転者不明）」、「その他」、「不明」は集計対象外 

※「自動車（運転者不明）」、「その他」、「不明」は集計対象外 

図 年齢５歳階層別・代表交通手段構成比（男女計・都市圏計） 
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【参考】 

年齢階層を１０歳刻みで代表交通手段構成比を見ると、以下のようになります。 

図 年齢１０歳階層別・代表交通手段構成比（男女計・都市圏計） 
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２０代、４０代、６０代の人を対象に、自宅から発生した私事トリップの到着地の分

布を見ると、特に２０代の平日のトリップ集中が少なく、休日は中心市街地よりも郊

外の大型商業施設が集積する地域にトリップが集中する傾向が見られます。 

図 年代別自宅発私事目的のトリップ着地分布
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世帯属性に着目した分析

世帯属性に着目した分析にあたり、「世帯人数」「世帯構成員の年齢」「世帯主との関

係」「就業就学状況」等を組み合わせて、世帯タイプを以下のように類型化しました。 

表 高齢者に関連する世帯類型の条件 

表 子育てに関連する世帯類型の条件  

表 働き方からみた世帯類型の条件 

表 ３世代同居世帯の類型の条件 

世帯類型
65歳
未満

65歳
以上

世帯人数
「世帯主との関係」
の組合せ

付き添い
要否

高齢単身世帯（付き添い不要） × ○ 1人 「本人」 「不要」

高齢単身世帯（付き添い必要） × ○ 1人 「本人」 「必要」

高齢夫婦２人世帯 × ○ 2人 「本人」「配偶者」 -

その他 上記に該当しない世帯

世帯
類型

世帯類型 「世帯主との関係」の組合せ
世帯
人数

「子供」の「就業・就学状況」および「年齢」

1
夫婦と子供
（園児・未就学児）

「本人」「配偶者」「子供」 3人以上 「園児・未就学児」が1人以上いる

2
夫婦と子供
(学生・生徒・児童(１８歳未満))

「本人」「配偶者」「子供」 3人以上
「園児・未就学児」が1人もいない、
かつ18歳未満の「学生・生徒・児童」が1人以上いる

3 片親と子供 「本人」「子供」 2人以上
18歳未満の「学生・生徒・児童」、
または「園児・未就学児」が１人以上いる

4 上記以外 － - -

世帯類型 「世帯主との関係」の組合せ 世帯人数 「就業・就学状況」
単身就業者世帯 「本人」 1人 「有職者」
共働き世帯 「本人」「配偶者」 2人以上 「本人」「配偶者」の両方が「有職者」

専業主婦・専業主夫世帯 「本人」「配偶者」 2人以上
「本人」「配偶者」のどちらかが「有職者」、
どちらかが「有職者以外」

上記以外 － - -

働き方別世帯類型 「世帯主との関係」の組合せ 世帯人数

３世代同居世帯
①「本人」「子供」「親」、または②「本人」「子供」「孫」、

または③「本人」「子供」「親」「孫」
3人以上

その他世帯 上記に該当しない世帯
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a 高齢者に関連した世帯
高齢者に関連する世帯類型別に加えて、世帯主との関係別に外出率やネット原単位

の特徴を見ると、高齢者の外出率は、「その他」と比べて外出率は低くなっています。

一方で、ネット原単位は「その他」よりも高く、外出する高齢者は活動的です。 

図 高齢世帯に着目した交通特性（都市圏計）
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b 子どもがいる世帯
子どもがいる世帯の世帯員の外出率は高い傾向にあります。続柄別に見ると、主に

母親と想定される「世帯主の配偶者」の、平日のネット原単位が特に高くなっていま

す。 

図 子育て世帯に着目した交通特性（都市圏計）  
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c 外出時に付き添いが必要な人がいる世帯

外出時に付き添いが必要な人の割合を年齢階層別にみると、男性・女性ともに７５

歳以上から割合が増加します。外出時に付き添いが「必要な人」の外出率は、「不要な

人」に比べて低くなっています。ネット原単位では、付き添いが必要な人の方が低いで

すが、外出率ほど大きな差はありません。 

※外出時に付き添いが必要な人＝「常に必要」「状況に応じて必要」と回答した人を対象 

図 外出時に付き添いが必要な人の割合（都市圏計） 

図 外出時に付き添いが必要な人の交通特性（都市圏計）
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外出時に付き添いが必要な高齢者の交通特性に着目すると、同居人がいる場合は外

出率がやや高まります。移動手段は、自動車（同乗）の占める割合が高いことから、同

居人の送迎に支えられていることが考えられます。 

図 外出時に付き添いが必要な人の外出率（都市圏計） 

図 外出時に付き添いが必要な人の代表交通手段構成比(都市圏計)
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d 就業者の世帯類型
就業者は全般に外出率が高い傾向にあります。ネット原単位では、世帯類型によっ

て大きな差はありませんが、「共働き世帯」と「専業主婦・専業主夫世帯」の「配偶者」

のネット原単位がやや高くなっています。 

図 働き方に着目した交通特性（都市圏計・平日） 
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就業者のうち、勤務先の地域（大ゾーン）別に通勤目的の手段構成を見ると、全体的

に自動車（運転）の占める割合が高い中、山形市の中心市街地である０１大ゾーンは、

徒歩や自転車での割合が比較的高くなっています。 

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外 

図 勤務先地域別・通勤目的の手段構成比（都市圏計・平日）
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e ３世代同居世帯
山形県は、一般に３世代同居世帯が多いと言われていますが、３世代同居かその他

の世帯かによって、外出率やトリップ原単位、利用交通手段などの交通特性に、大きな

違いはありませんでした。 

図 ３世代同居に着目した交通特性（都市圏計・平日） 

図 代表交通手段構成比（都市圏計・平日） 
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f 近居世帯

現住所と帰省先ゾーンまでの距離帯から、山形広域都市圏の近居の状況を見たとこ

ろ、転居の経験がある世帯のうち、約半数が実家・帰省先から３ｋｍ以内に暮らしてい

ることがわかりました。 

※調査から得られた世帯単位（サンプル単位）の集計値であり、都市

圏全体の居住実態を再現したものではないことに留意が必要 

図 実家・帰省先ゾーンまでの距離帯別世帯数構成比（都市圏計：サンプル集計） 
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ーンで特定可能な３，６６３世帯（約４割）を集計対象 

○実家までの距離帯の設定

現住所の座標と、実家・帰省先の小ゾーン中心座標の直線距離で実家・帰省先ゾーンまでの距離を特定

実家までの距離帯によって、目的構成に大きな違いはありませんでした。 

※目的「帰宅」「その他」「不明」は集計対象外 

図 実家・帰省先ゾーンまでの距離帯別・目的構成比（都市圏計・平日）
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住居形態からみた移動の特性・活動場所

住居形態別に交通特性を比較すると、一戸建てより集合住宅に居住する人のほうが、

外出率が高くなっています。手段構成で見ると、自転車・徒歩の占める割合が比較的高

くなっています。 

集合住宅は一戸建て住宅に比べ、利便性が高い市中心部（山形駅）に近いところに多

く立地していることが考えられます。 

図 住居形態別・外出率（都市圏計） 

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外 

図 住居形態別・代表交通手段分担率（都市圏計）
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※調査から得られた世帯単位（サンプル単位）の集計値であり、都市

圏全体の居住実態を再現したものではないことに留意が必要 

※集計上、市中心部は山形駅と定義 

図 住居形態別・市中心部からの距離帯別立地件数（都市圏計・サンプル集計） 
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若者の交通特性

現況集計の結果から、１５歳から２４歳の若者が、休日の外出率が低くなっている

ことが確認されています。これら世代のうち、１５～１９歳は同居人の有無にかかわ

らず、休日に外出しない人が多くなっています。２０～２４歳では、単身で暮らす若者

世帯は、他の年代と同程度に外出している事がわかります。 

２０歳から２４歳までの若者単身世帯の自動車保有率は他の年代より低く、自動車

を持たない若者は、主に自転車や徒歩で移動していることがわかります。 

図 若者の同居人の有無別外出率（都市圏計・休日） 

図 年齢階層別・単身世帯の自動車保有率（都市圏計） 

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外 

図 ２０～２４歳の単身世帯の手段構成比（都市圏計）
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高齢者の免許保有と同居人の有無による交通特性の関係

免許を持っている高齢者のうち、同居人がいる世帯は外出率が低い傾向にあります。

同居人が買い物等の用事を済ますことで、高齢者本人の外出率が低くなっていること

が推察されます。 

免許を持っていない、または返納した高齢者は、同居人の有無にかかわらず外出率

が低くなっています。 

免許を持っている高齢者は、同居人の有無にかかわらず、自分で運転する移動が大

半になっています。免許を持っていない、または返納した高齢者のうち、同居人がいる

人は自動車同乗での移動が半数を占め、同居人がいない人は徒歩やバスの割合が高く

なっています。 

図 ６５歳以上の同居人有無別・免許有無別・外出率（山形市のみ） 

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外 

図 ６５歳以上の同居人有無別・免許有無別・手段構成比（山形市のみ） 
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自動車保有と同居人の有無と交通特性の関係

自動車を持たない世帯の世帯員は、外出率が低くなっています。また、徒歩や自転

車、バスの分担率が高くなっています。 

図 同居人有無別・自動車有無別・外出率（都市圏計） 

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外

図 同居人有無別・自動車有無別・手段構成（都市圏計）
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イ 自動車社会

自動車社会の状況

山形県の世帯あたり自動車保有台数は全国でも２番目に多くなっています。人口あ

たりの保有台数で見ても、山形広域都市圏は、過去にパーソントリップ調査を実施し

た地方都市圏と比べても高い傾向にあります。 

出典：東北運輸局山形運輸支局 プレス資料（平成２７年度） 

図 世帯あたり自動車保有台数の上位１５都道府県 

出典：「山形広域都市圏」「仙台都市圏」は平成２７年度東北運輸局資料と平成２７年国勢調査 

その他都市は「都市計画ハンドブック（２０１７年度版）：公益財団法人 都市計画協会」 

図 パーソントリップ調査実施都市圏の人口１０００人あたり自動車保有台数
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山形市は、周辺市町に比べると世帯あたり平均保有台数は少なくなっています。山

形市は、一般に自動車保有が少ない単身世帯の割合が高いことが考えられます。 

※調査から得られた世帯単位（サンプル単位）の集計値であり、 

都市圏全体の世帯の実態を再現したものではない 

図 市町別の世帯あたり自動車保有台数 

※調査から得られた世帯単位（サンプル単位）の集計値であり、 

都市圏全体の世帯の実態を再現したものではない 

図 世帯人数別の世帯あたり自動車保有台数（都市圏計） 

出典：平成２７年国勢調査 

図 市町別の世帯人数別世帯数の構成比
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自動車トリップの平休比較

休日の都市圏総トリップは平日に対し１割強減少するのに対し、自動車トリップは

ほとんど変わりません。 

「通勤」「業務」の自動車平均乗車人員は、平休で大きな違いはありませんが、「私

事」系のトリップでは、平均乗車人員が増え、複数人で移動していることがわかりま

す。 

図 平日休日別の全手段トリップ数・自動車トリップ数（都市圏計） 

※自動車利用の「通学」トリップは少ないため非表示 

図 自動車トリップの目的別平均乗車人員（都市圏計）
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地域により自動車トリップの平休の増減の傾向が異なります。特に集中量では、「都

心中央」や「都心東部」などで大きく減少し、「都心北部」や「南沼原地区」は休日の

増加量が多くなっています。 

※「帰宅」目的は集計対象外 

図 ２５地域別・自動車トリップ発生量・集中量の平休比較（山形市のみ） 
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自動車での送迎の実態

全てのトリップのうち、「送迎」目的の占める割合は平日で７％です。送迎トリップ

のうち、ほぼ１００％が自動車によるものです。送迎トリップが多い３０～４９歳の

女性は「学校・教育」施設へ、７５歳以上の男性は「病院」や「商業施設」へ行ってお

り、同居人を送迎していることが推察されます。 

※帰宅、目的「不明」は集計対象外 

図 送迎目的の構成比（都市圏計） 

※「その他」、手段「不明」は集計対象外 

図 送迎トリップの手段構成（都市圏計） 
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※施設「不明」は集計対象外 

図 性別・年齢階層別送迎トリップ数および送迎トリップの着施設（都市圏計・平

日） 
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送迎トリップの発時間帯分布

平日の送迎トリップは、午前中は７時台と８時台、午後は１６時台と１７時台に大

きな発生ピークが見られます。休日は日中継続的に送迎トリップが発生しています。 

図 送迎目的の発時間帯分布（手段計・都市圏計） 
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送迎トリップの平均所要時間（平日）

平日の送迎トリップの平均所要時間は、男性で約１８分、女性で約１５分となって

います。 

図 送迎トリップの平均所要時間（手段計・都市圏計・平日） 
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１日のうち送迎トリップがある人の割合

１日のうち、送迎トリップが１回でもある人、１回もない人別に、年齢階層別の人口の

割合を見ると、平日の女性２５歳～５４歳の年代で、送迎トリップを行う人の割合が高く

なっています。 

図 １日のうち送迎トリップがある人の割合（手段計・都市圏計） 
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タクシーのトリップ特性

通院目的のタクシー利用が比較的多くなっています。年齢階層別に見ると、３０～

３４歳のほか、６５歳以上の高齢者の利用が多くなっています。また、利用者のうち、

免許返納者の割合が高くなっています。 

図 山形市居住者の目的別・タクシートリップ数（山形市のみ） 

図 性別・年齢階層別のタクシー利用率（山形市のみ） 

※端末交通手段「タクシー」の利用も含む 

図 免許有無別のタクシー利用率（山形市のみ） 
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自動車の駐車の実態

a 山形市の駐車実態の概況
自動車の駐車実態を把握するため、自分で運転した自動車トリップに着目した分析

を行いました。まず、大ゾーン別の自動車（運転）着トリップの車種構成を見ると、い

ずれの大ゾーンでも乗用車と軽乗用車が９割を占めています。１１大ゾーン、１４大

ゾーン、１６大ゾーンなどの郊外地域では、軽貨物車の割合が比較的高くなっていま

す。 

大ゾーン別の駐車場所構成を見ると、中心市街地である０１大ゾーンでは、月極駐

車場や日貸し・時間貸し駐車場の駐車が見られますが、その他の大ゾーンでは、ほとん

どが自宅や訪問先などの専用駐車場になっています。 

※自動車車種不明は集計対象外 

図 着大ゾーン別・自動車（運転）トリップの車種構成（山形市のみ） 

※駐車場所「その他」「不明」は集計対象外 

図 着大ゾーン別・自動車（運転）トリップの駐車場所構成（山形市のみ）
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自動車（運転）トリップの目的構成では、ゾーンによって大きな違いはありません

が、１０大ゾーンは、通勤目的の割合が比較的高くなっています。 

着施設構成では、ゾーンに多く立地する施設に応じた構成になっています。特に、大

規模商業施設が立地する０５大ゾーンや０７大ゾーンでは、休日の商業施設の占める

割合が高くなっています。 

※目的「不明」は集計対象外 

図 着大ゾーン別・自動車（運転）トリップの着目的構成（山形市のみ） 

※施設「その他」「不明」は集計対象外 

図 着大ゾーン別・自動車（運転）トリップの着施設構成（山形市のみ）
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b 中心市街地の駐車実態
中心市街地の駐車実態を詳しく見るため、０１大ゾーンと都市圏合計を対象に、自

動車（運転）トリップの着時間帯分布を比較しました。 

平日、０１大ゾーンは朝８時台に突出したピークを迎えます。休日は、１日の集中割

合の山は、０１大ゾーンと都市圏合計で概ね同様ですが、０１大ゾーンの集中ピーク

は１３時台になっています。 

図 自動車（運転）トリップの着時間帯分布（０１大ゾーン・都市圏計） 
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目的別の駐車場所構成で見ると、０１大ゾーンは、都市圏合計に比べて、通勤目的に

月極駐車場を利用する割合が高くなっています。 

私事目的では、０１大ゾーンは路上駐車や日貸し・時間貸し駐車場の割合が比較的

高くなっていることも特徴です。 

（０１大ゾーン） 

（都市圏計） 

図 自動車（運転）トリップの目的別・駐車場所構成（０１大ゾーン・都市圏計） 
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目的別に着施設の構成を見ると、０１大ゾーンは都市圏合計と比べて概ね同様の構

成になっていますが、私事目的の商業施設の占める割合が比較的低くなっています。 

（０１大ゾーン） 

（都市圏計） 

図 自動車（運転）トリップの目的別・着施設構成 

（０１大ゾーン・都市圏計） 
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着目的別に滞在時間ランクの構成を見ると、０１大ゾーン、都市圏計ともに、平日の

通勤目的では４時間以上の滞在が８割を占め、私事目的では１時間未満の滞在が６割

を占めています。 

（０１大ゾーン） 

（都市圏計） 

図 自動車（運転）トリップの目的別・滞在時間ランク別構成 

（０１大ゾーン・都市圏計） 
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着施設別の滞在時間ランクの構成では、月極駐車場と勤務先駐車場の滞在時間が長

くなっています。 

（０１大ゾーン） 

（都市圏計） 

図 自動車（運転）トリップの駐車場所別・滞在時間ランク別構成 

（０１大ゾーン・都市圏計） 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

駐車しなかった

路上駐車

月極駐車場

日貸し・時間貸し駐車場

勤務先駐車場

訪問先駐車場

30分未満 1時間未満 2時間未満

3時間未満 4時間未満 4時間以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

駐車しなかった

路上駐車

月極駐車場

日貸し・時間貸し駐車場

勤務先駐車場

訪問先駐車場

30分未満 1時間未満 2時間未満

3時間未満 4時間未満 4時間以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

駐車しなかった

路上駐車

月極駐車場

日貸し・時間貸し駐車場

勤務先駐車場

訪問先駐車場

30分未満 1時間未満 2時間未満
3時間未満 4時間未満 4時間以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

駐車しなかった

路上駐車

月極駐車場

日貸し・時間貸し駐車場

勤務先駐車場

訪問先駐車場

30分未満 1時間未満 2時間未満
3時間未満 4時間未満 4時間以上

平日 休日

平日 休日



116 

ウ 自転車利用

自転車利用の動向

自転車の分担率は平日６％、休日３％となっています。他の地方都市と比べると、山

形の分担率は低い傾向です。自転車利用者の特徴として、幅広い目的で利用されてお

り、１５歳～２４歳の利用が多くなっています。 

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外 

図 代表交通手段構成比（山形広域都市圏）【再掲】 

※「自動車運転（不明）」は自動車（同乗）に含む ※「その他」、手段「不明」は集計対象外 

出典：国土交通省 平成２７年全国都市交通特性調査 

図 代表交通手段構成比（全国都市交通特性調査：地方都市圏）【再掲】 
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図 自転車トリップの年齢構成（都市圏計・平日） 

※「帰宅」、手段「不明」は集計対象外

図 自転車トリップの目的構成（都市圏計・平日） 
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スパイダーネット分析を用いて、ゾーン中心間を結んだ仮想のネットワークを作成

し、自転車のトリップを最短経路で配分しました。 

これにより、自転車トリップが多い地域や方面を概観することができ、山形広域都

市圏の場合は、学校施設が多く立地する山形市の中心部で、自動車利用が多いことが

わかります。 

※施設プロットは、大学・短大・各種学校・専修学校・高等学等を図化対象 

※下図は地理院地図（国土地理院） 

図 自転車トリップのスパイダー配分結果（都市圏計）
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【スパイダーネット分析の概要】 

・隣り合う小ゾーン中心点同士を直線で結んだ簡易ネットワークを作成 

・作成した簡易ネットワークに小ゾーン間のトリップ数を最短経路に配分 

・留意点として、小ゾーン内々トリップは配分されない 

（ゾーン面積が大きい都市圏縁辺部の考察には注意） 
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自転車・徒歩・自動車が混在する地域

「都心中央」「都心東部」地区は、自動車・徒歩・自転車トリップが量・割合がそれ

ぞれ多く、混在していることがわかります。こうした地域では、自動車、歩行者、自転

車の錯綜が発生することが考えられます。 

※２５地域のうち、平日の３手段計のトリップ集中密度が高い上位１０地域を表示 

※２５地域のうち、休日の３手段計のトリップ集中密度が高い上位１０地域を表示

図 自動車・自転車・徒歩トリップの集中密度と構成比（都市圏計）
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自転車道整備による効果

山形市では、国道１１２号（山形市十日町～七日町間）に自転車専用道路が国により

整備されています。これにより、自転車の歩道走行の割合が減少し、歩行者と自転車の

錯綜回数が減少しています。 

図 国道１１２号の自転車道整備 

出典：山形河川国道事務所資料 

図 国道１１２号における自転車道整備効果
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エ 休日交通

休日交通の特徴

休日の外出率は平日に比べて低下しますが、外出した人は平日よりも活動的になり

ます。私事目的のトリップが増加し、特に１４歳以下の若年層で自動車の同乗トリッ

プの割合が増加することが休日の特徴です。 

図 平休別の外出率、原単位（都市圏計）【再掲】 

※目的「不明」は集計対象外 

図 平休別の目的構成（都市圏計）【再掲】 

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外

図 平休別の手段構成（都市圏計）【再掲】 
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休日は自動車の平均乗車人員が増え、複数人で行動するトリップが増加します。 

※自動車利用の「通学」トリップは少ないため非表示 

図 平休別の自動車平均乗車人員（都市圏計）【再掲】 
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平日に比べて休日にトリップの発生集中量が少なくなる地域が多い中、大型店舗が

立地する「都心北部」地区や「南沼原」地区では、発生集中量が多くなっています。 

その一方で、「都心中央」地区などの中心部で少なくなっています。 

図 トリップ発生集中量の地域別・平日休日比較 
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平日に公共交通を利用する人の休日の利用交通手段

平日に鉄道やバスなどの公共交通を利用して通勤する人でも、休日の活動は自動車

利用が７割を超えています。 

図 平日「通勤」手段別の休日の「全目的」トリップの手段構成比（都市圏計）
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オ 滞留人口

中心市街地における滞留人口

山形市の中心部に位置する０１大ゾーンに、自宅から０１大ゾーン中心までの距離

帯別に、どの時間帯にどれくらいの人が滞留しているかを集計しました。平日は１３

時台と１８時台に滞留のピークがあり、休日は１４時台が滞留のピークとなっていま

す。 

※距離帯不明は集計対象外 

図 ０１大ゾーンの時間帯別・自宅までの距離帯別・滞留人口（手段計・都市圏計） 

※距離帯不明は集計対象外 

※地域・手段・時間帯のクロスを重ねた集計であり、 

統計精度の観点から個々の集計値の取扱いに留意が必要 

図 ０１大ゾーンへ鉄道で来訪した時間帯別自宅までの距離帯別滞留人口（都市圏計）
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被災想定地域に滞留する人

山形市では、洪水や大規模地震発生時の被災想定地域をハザードマップとして作成

しています。パーソントリップ調査結果に基づく時間帯別の滞留人口と重ね合わせる

ことで、大規模災害が発生したときに、被災想定地域にどの時間帯にどれくらいの人

が滞留しているかを把握でき、防災対策に役立てることができます。 

出典：山形市洪水避難地図 

図 山形市の５００ｍメッシュ別の浸水想定深 

※５００ｍメッシュの詳細な地域単位に、時間帯のクロスを重ねた集計であるため、 統計精度の観点か

ら、個々の集計値の取扱いに留意が必要 

図 浸水想定深地区別・時間帯別滞留人口（都市圏計） 
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出典：山形市揺れやすさマップ 

図 山形市の５００ｍメッシュ別の揺れやすさ 

図 想定震度地区別・時間帯別滞留人口（都市圏計） 
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カ まとめ

個人の属性による移動の違い

＜若年層（１０～１９歳）＞ 

自分で運転できない年代の１０～１４歳でも、休日移動の自動車分担率は８０％を

超え、家族等の車に同乗し移動している実態がわかります。１５～１９歳は、平日は

通学での移動が多い中、自動車同乗が約２０％あり、徒歩の割合よりも高い状況で

す。 

＜子育て層（１８歳未満の子供のいる世帯）＞ 

送迎は、主に３０～４９歳の女性が行い、送迎先の施設は７９％が教育施設です。

交通手段は９５％以上が自動車となっています。平日の送迎トリップの平均所要時間

は、男性で約１８分、女性で約１５分となっています。 

＜高齢層＞ 

高齢者も自分で自動車を運転して移動しています。７５～７９歳で５０％以上、８

０～８４歳でも４０％以上にも達しています。一方、８５歳以上になると自動車同乗

が５０％程度と多くなり、人に頼る移動が多くなります。 

世帯類型による移動の違い

子育て世帯や共働き世帯の配偶者の方は、外出した方１人あたりのトリップ数が高

い傾向にあります。免許を持たない高齢者や、外出時に付き添いが必要な方のうち、

単身で住む人は外出する割合が低いですが、同居する人がいると外出する割合は高ま

り、自動車で送迎される移動が多くなります。 

平日と休日の移動の違い

自動車分担率は平日より休日の方が高くなりますが、休日は自ら運転する割合は低

くなり、同乗の割合が高まります。休日の自動車平均乗車人員が多いことから、休日

は自動車を利用して家族で出かけているといえます。 

休日の総トリップ数は平日より少ないですが、自動車トリップ数は変わらず、嶋・

吉原などの郊外で特に自動車トリップが多くなっています。 

自転車の使われ方

自転車の主な利用は、学生などの通学目的になります。そのため、自転車のトリッ

プは高校や大学などが多く集積する中心部で多くみられますが、中心部は自動車や徒

歩トリップも多く、様々な交通手段が混在しています。 
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（３） 都市構造に係る分析

ア 中心市街地

中心市街地（０１大ゾーン：都心中央）の位置

本調査の中心市街地に係る分析においては０１大ゾーンを分析対象とします。 

※下図は地理院地図（国土地理院）

図 ０１大ゾーン位置 

中心市街地の人口動向

中心市街地の夜間人口の増減動向を見ると、開発が進む山形駅西口を除き、中心市

居住人口は減少傾向にあります。 

出典：平成２７年国勢調査 

図 メッシュ別夜間人口増減 
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中心市街地の着トリップ特性

平日の中心市街地（都心中央）は、通勤・業務・私事など多くの目的で、都市圏内で

トリップ集中密度が最も高くなっています。 

休日になると、都心北部（嶋の一部・馬見ケ崎地区など）のトリップ集中密度が都心

中央を上回り、特に買い物のトリップ集中密度が、他地域と比べて低くなっています。

※「帰宅」、目的「不明」は集計対象外 

図 地域別・目的別トリップ集中密度（都市圏計） 
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買い物目的の行き先

私事目的の集中が多いゾーンのうち、中心市街地に該当するゾーンは、大型ショッ

ピングセンターがある中ゾーンに比べ、休日の増加量が少なくなっており、都心の求

心力が相対的に低くなっていることが考えられます。 

図 買い物トリップの年代別着トリップ数の地域比較（都市圏計） 
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休日の買い物目的の行き先

大型ショッピングセンター以外にも、食料品や日用品など生活必需品の買い物先と

して、松見町地区や蔵王成沢地区が出現しています。 

※５００ｍメッシュに分解した細かな集計であるため、 

統計精度の観点から個々のトリップ数の取扱いに留意が必要 

図 休日の買い物目的の発着地分布（５００ｍメッシュ・都市圏計） 
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中心市街地の賑わいに関する分析

中心市街地への自動車での来訪は、鉄道やバスでの来訪に比べゾーン内の滞在時間

やトリップ回数が少ない傾向にあります。 

※発着時間帯不明は集計対象外 

図 ０１大ゾーンへのアクセス交通手段別・私事目的来訪者の平均滞在時間 

（都市圏計） 

図 ０１大ゾーンへのアクセス交通手段別・私事目的来訪者の平均立ち寄り回数 

（都市圏計） 
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中心市街地来訪者の特徴

駅前（010261 ゾーン・010263 ゾーン）は比較的若い人の来訪が多くなっています。

大沼デパート周辺（010211 ゾーン）は高齢者の来訪が比較的多くなっています。 

図 小ゾーン別・私事目的着トリップの年齢構成（都市圏計） 
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中心市街地内の移動手段

中心市街地内の移動は、平日・休日ともに徒歩が半数を占めています。一方、平日で

約２６%、休日で約３４％が自動車での移動となっています。 

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外 

図 ０１大ゾーン内々トリップの手段構成（都市圏計） 
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中心市街地で多くの面積を占める駐車場

中心市街地エリア内の約１３％の土地が駐車場として活用されています。種類別駐

車場箇所数で見ると立体駐車場は約５．５％となっており、中心市街地の土地利用と

しては高度利用されていないことがわかります。トリップの集中から見ると、時間貸

し駐車場の利用は８％と少なく、駐車場の過剰供給の可能性があります。 

出典：山形市山形ブランド推進課資料 

図 中心市街地の駐車場立地状況 

図 ０１大ゾーンの自動車トリップの駐車場所構成比（都市圏計） 
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イ 郊外の拠点

郊外の拠点

山形市都市計画マスタープランで位置づけられた「地域の拠点」では、みはらしの丘

地区を除けば、一定程度のトリップ集中が見られます。なお、本分析においては、都市

計画マスタープランの「地域の拠点」を「郊外の拠点」と定義します。 

出典：山形市都市計画マスタープラン 

図 「地域の拠点」位置 

図 「地域の拠点」の位置とトリップ集中状況（都市圏計）
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郊外の拠点７地区のトリップ特性

嶋・馬見ケ崎、吉原・白山地区は買い物目的での来訪が多く、県庁周辺は業務系の目

的が多くなっています。成沢地区は私事目的が多く、通勤目的も比較的多くなってい

ます。 

図 分析対象地域（５００ｍメッシュを組み合わせた１ｋｍ四方の範囲） 

※「帰宅」、目的「不明」は集計対象外 

図 各拠点の目的別集中トリップ数（都市圏計） 
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各拠点への来訪の大半が自動車利用となっています。 

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外 

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外 

図 拠点別・着トリップの手段構成比（都市圏計） 
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「嶋・馬見ケ崎」「吉原・白山」は、特に休日で３５～４４歳の来訪が多くなってい

ます。「南館」は５５歳以上の比較的高齢の来訪が多くなっています。「落合・大野目」

は平日の６５～７４歳、「みはらしの丘」では５～１４歳の来訪が突出して多くなって

います。 

図 拠点別・着トリップの年齢構成比（都市圏計） 
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郊外の拠点７地区の都市機能施設

郊外の拠点は、各種都市機能が集積しています。 

図 拠点別・都市機能別立地件数と施設構成比（山形市のみ） 
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郊外の拠点の来訪圏域

「嶋・馬見ケ崎」「成沢周辺」「県庁周辺」地区を例に、各拠点に来訪する人の居住地

分布を見ると、拠点の周辺の地域からの来訪が多いと同時に、隣接する「生活圏」や、

周辺２市２町も含めた広範囲からの来訪も見られます。 

図 郊外の拠点３地区の来訪者の居住地分布（サンプル集計） 
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郊外の拠点７地区の詳細位置図

嶋・馬見ケ崎地区            吉原・白山地区 

南館地区                落合・大野目地区 

図 郊外の拠点７地区の詳細位置図（その１） 
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成沢地区                県庁周辺地区 

みはらしの丘地区 

図 郊外の拠点７地区の詳細位置図（その２） 
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ウ 集落部

集落部の人口動向

集落部で人口減少が進行しています。 

出典：平成７年、平成２７年国勢調査 

図 メッシュ別人口増減（平成７年 → 平成２７年）【再掲】 

出典：平成７年、平成２７年国勢調査 

図 ２５地域別人口増減（平成７年 → 平成２７年） 
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集落部の交通特性

集落部（市街化調整区域に該当する地域）居住者の移動は、自動車利用が多くなって

います。集落部居住者で免許を持たない人は、外出率が低い傾向にあります。 

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外

図 居住２５地域別・代表交通手段構成（山形市のみ） 

図 居住２５地域別・免許有無別外出率（山形市のみ） 
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集落部居住者の買い物先

集落部（網掛けの地域）居住者を対象とした買い物トリップの集中量の分布を見る

と、郊外の拠点や天童市の中心部で多くなっています。 

図 郊外地域居住者における買い物トリップの集中分布 
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エ ネットワーク

公共交通の利用実態

公共交通（鉄道・バス）の代表交通手段の構成比は約３％と極めて少なくなっていま

す。その中で利用者の特徴を見ると、鉄道トリップは「生徒・学生」の通学目的、バス

は「高齢者」の私事目的での利用が多くなっています。 

※「自動車（運転不明）」「不明」除く 

図 代表交通手段構成比（都市圏計）【再掲】 

図 鉄道・バストリップの年齢構成（都市圏計・平日） 

※「帰宅」「不明」除く 

図 鉄道・バストリップの目的構成（都市圏計・平日）
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鉄道駅の端末交通手段（発地から乗車駅までの交通手段、降車駅から目的地までの

交通手段）のうち、約半数が「徒歩」になっています。 

端末交通手段別の距離帯は、「徒歩」約８割が１ｋｍ以内となっています。「自転車」

は１～２ｋｍの距離帯が多く、２ｋｍ以上になると「自動車」の占める割合が多くなり

ます。

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外 

図 端末交通手段構成比（都市圏計） 

図 端末交通手段別距離帯累積構成比（都市圏計） 
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山形駅から鉄道に「乗車」するトリップの居住地は、都市圏に広く分布しています。

一方、山形駅で「降車」するトリップの到着地は駅周辺に比較的集中しています。 

図 乗車駅別の居住地分布（都市圏計・帰宅目的以外） 

図 降車駅別の着地分布（都市圏計・帰宅目的以外） 
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通勤通学などの義務的な活動では、半数程度が都市圏内々での鉄道利用となってい

ますが、私事目的では都市圏内外または都市圏外々での鉄道利用が多くなっています。 

図 鉄道駅間ＯＤの都市圏内々・内外・外々比率（都市圏計） 

図 山形市内の鉄道駅 

46.7%

52.0%

15.4%

18.2%

48.9%

39.6%

32.3%

46.2%

4.4%

8.4%

52.3%

35.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

私事

業務

都市圏内々 都市圏内外 都市圏外々



153 

公共交通利便地域の居住特性・交通特性

分析にあたり、バス停３００ｍ圏域、鉄道駅１ｋｍ圏域を公共交通利便地域と定義

しました。 

出典：バス事業者提供資料 

出典：ＪＲ東日本時刻表 

図 公共交通利便地域の想定（山形市のみ） 
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公共交通利便地域の人口の割合を見ると、路線バス停の３００ｍ圏内に居住する人

は山形市の約８割を占めます。そのうち、約半数は１時間に１本以上バスが走ってい

るバス停近辺に居住していることがわかります。 

鉄道駅１ｋｍ圏内には、山形市全体の約４分の１の人が居住しています。

図 運行本数ランク別・バス停３００ｍ圏居住人口（山形市のみ） 

図 鉄道駅別１ｋｍ圏居住人口（山形市のみ） 
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路線バスの運行本数が多い地域に居住する人の免許保有状況を見ると、運転免許を

返納した人の割合がやや高くなっています。代表交通手段構成では、徒歩や自転車の

割合は高くなっていますが、バスの利用割合はほとんど変わりません。 

※ジオコーディングにより居住地メッシュが特定できたサンプルが集計対象 

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外 

図 運行本数ランク別・バス停３００ｍ圏居住者の交通特性（山形市のみ） 
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山形市内の各鉄道駅１ｋｍ圏内の地域に居住する人の免許保有状況と代表交通手段

構成を見ると、鉄道駅圏内か圏外で大きな違いはありません。 

※ジオコーディングにより居住地メッシュが特定できたサンプルが集計対象 

※母数が少ない高瀬駅や山寺駅の１ｋｍ圏は参考扱い 

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外 

図 鉄道駅１ｋｍ圏居住者の交通特性（山形市のみ） 
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路線バスの運行本数図と郊外の拠点の位置を重ねてみると、人が集まる郊外の拠点

は運行本数の多い路線バスが走っておらず、バスでのアクセスは困難であると考えら

れます。

図 郊外の拠点と路線バスのサービス水準 

鉄道駅周辺の施設の立地状況を見ると、市街化調整区域に位置する駅では施設立地

が少ない状況です。 

図 鉄道駅周辺の都市機能施設（山形市のみ） 
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山形市の自治体運行バスの利用実態

トリップデータから見る自治体運行バスの利用割合はごくわずかです。自治体運行

バスの利用実績から見ると、ベニちゃんバスは、１便あたりの平均乗車人員が多く、よ

く利用されていると考えられます。 

表 トリップデータの集計値（山形市のみ）

表 山形市の自治体運行バスの利用実績 

路線 

平成２９年度 

１便あたりの 

平均乗車人員（人） 

ベニちゃんバス 

（西くるりん） 
20.9 

ベニちゃんバス 

（東くるりん） 
26.6 

ベニちゃんバス計 23.4 

コミュニティバス 

高瀬線 
4.9 

地域交流バス南部線 4.1 

出典：山形市資料 

計
平日 人口 238,186

トリップ数 635,411
路線バス
(山交バスなど）

7,371

その他路線バス
（自治体運行バスなど）

354

休日 人口 238,186
トリップ数 561,590
路線バス
(山交バスなど）

3,418

その他路線バス
（自治体運行バスなど）

332

バス利用率（人口あたりトリップ数）
計

平日
路線バス
(山交バスなど）

3.1%

その他路線バス
（自治体運行バスなど）

0.1%

休日
路線バス
(山交バスなど）

1.4%

その他路線バス
（自治体運行バスなど）

0.1%
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公共交通の潜在需要

スパイダーネット分析を用いて、運転免許を持たない７５歳以上の自動車同乗トリ

ップの地域分布を可視化しました。こうしたトリップを潜在的な公共交通の利用ニー

ズと捉えると、現状の公共交通サービスと合致していない可能性があります。 

※地域間・手段・目的・年齢のクロスを重ねた細かな集計であるため、統計精度の観点から、個々の集

計値の取扱いには留意が必要 

図 ゾーン中心を結んだ簡易的な仮想ネットワークへの配分結果（都市圏計） 
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自動車配分シミュレーションによる道路の需給バランス

山形広域都市圏の現況の道路ネットワークに、自動車トリップを配分する自動車配

分シミュレーションを行った結果、北東の馬見ヶ崎川断面や、中心市街地の南断面で

混雑度が１．０を超える箇所が見られます。 

図 主要断面における混雑度 

＜混雑度＞ 
シミュレーションによる推計交通量／交通容量（Ｑ０） 

＜混雑度の目安＞ 
・１．０ 未満
⇒道路が混雑することなく、円滑に走行できる状態。 

・１．０～１．２５
⇒道路が混雑する可能性のある時間帯が１～２時間あるものの、何時間も混雑が連続
する可能性は小さい状態。 

・ １．２５～１．７５
⇒ピーク時間はもとより、ピーク時間を中心として混雑する時間帯が加速度的に増加
する可能性が高い状態。 

・１．７５ 以上
⇒慢性的な混雑状態 

出典：道路の交通容量 （社）日本道路協会
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自動車配分シミュレーションによる各道路区間の交通量から見ると、南北の流動が

多くなっています。混雑度から見ると、中心市街地内の一部の区間と、中心市街地へ向

かう放射方向の一部の区間で混雑が見られます。 

図 区間別交通量 

都市圏全域

山形市中心部拡大
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図 区間別混雑度 

都市圏全域

山形市中心部拡大
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（補足）自動車配分シミュレーションについて 

自動車配分シミュレーションは、パーソントリップ調査のトリップデータから自

動車の地域間流動量を作成し、自動車ネットワークに自動車交通量を割り当てる手

法です。道路の需給バランス（混雑度）をチェックし、現況の問題・課題整理の基礎

材料として活用します。 
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オ まとめ 

中心市街地

山形市の中心市街地には、平日は通勤・業務・私事などで多くの人が訪れますが、

休日の買い物先は嶋・吉原・蔵王成沢地区や、天童市芳賀地区などの大型商業施設が

突出しています。買い物行動からみると、中心市街地の魅力は、これらの地区に比べ

ると相対的に低くなっていることが考えられます。 

中心市街地に自動車で来た方と公共交通で来た方を比べると、自動車で来た方は滞

在時間が短く、地区内の移動回数も少ない状況です。中心市街地の約１３％の面積が

駐車場となっている中、時間貸し駐車場に駐車したトリップの割合は８％しかありま

せん。

郊外の拠点

都市計画マスタープランに定める「地域の拠点」（嶋、吉原、蔵王成沢等）は主に

郊外に位置しますが、施設が集積し、トリップの集中がみられます。これらの地区に

は、周辺の集落部からの来訪がみられ、「生活圏」が形成されていることがうかがえ

ます。ただし、郊外の拠点は鉄道駅から離れた場所が多く、バスの運行本数も少ない

ため、大半が自動車による来訪となっています。 

集落部

市街化調整区域などの集落部では、自動車利用が多くなっています。集落部の住民

で免許がない方は、外出する割合が顕著に低くなっています。集落部の住民は、「郊

外の拠点」に行き、買い物を行っていることがうかがえます。集落部では隣接市町と

の動きもみられます。 

ネットワーク

公共交通の代表交通手段の構成比は、鉄道が２％、バスが１％と、極めて少なくな

っています。バスが利用しやすい地域の居住者は、山形市人口の約８割弱を占めてい

ます。また、市人口の約半分は、１日の運行本数が３０本以上（１時間に１本以上）

の地域に居住しています。バスの運行本数が多い地域に居住する人でも、バスの分担

率はほぼ変わらず、免許返納者の割合もわずかに高い程度です。 

また、鉄道駅周辺での利便施設は少なく、周辺から鉄道駅へのアクセス手段が限ら

れることから、交通結節機能が低い状況です。 

自動車交通量のシミュレーション結果からみると、南から中心市街地へ行き来する

方面や、北東から馬見ヶ崎川を超えて中心市街地へ行き来する方面で、混雑する箇所

がみられます。 
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（４） 山形市発展計画に係る分析

ア 仙山連携

仙台都市圏との位置関係

仙山連携に関する分析においては、山形広域都市圏と仙台都市圏を行き来するトリ

ップを対象に分析を行いました。 

山形広域都市圏と仙台都市圏の構成市町村と位置関係は以下の通りとなっています。 

図 山形広域都市圏と仙台都市圏の構成市町村 

山形県
宮城県

山形広域都市圏

仙台都市圏
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互いの都市圏を来訪するトリップ数

山形広域都市圏から都市圏外へ行くトリップのうち、全体の約８割は山形県の山形

広域都市圏外へ行っていますが、その他、約１５％程度が仙台都市圏へ行っています。 

仙台都市圏居住者が都市圏外へ行くトリップのうち、平日で６．５％、休日８．５％

が山形広域都市圏へ訪れています。 

トリップ数で見ると、平日は両方向ともに概ね約５，０００トリップ、休日は両方向

ともに概ね約６，０００トリップが、互いの都市圏へ来訪しています。 

※トリップ数が多い上位 10 地域のみ表示

図 山形広域都市圏居住者が都市圏外へ行くトリップの方面別構成 

※トリップ数が多い上位 10 地域のみ表示 

データ：平成２９年仙台都市圏パーソントリップ調査より作成

図 仙台都市圏居住者が都市圏外へ行くトリップの方面別構成 

データ：左方向の矢印のトリップ数は平成２９年仙台都市圏パーソントリップ調査より作成

図 互いの都市圏を来訪するトリップ数
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【参考】 

パーソントリップ調査で得られたトリップ数と、全数調査である国勢調査からみ

た通勤・通学の流動量を比較しました。山形広域都市圏から仙台都市圏への通勤・通

学トリップ数は、国勢調査の流動量の８割程度となっています。 

パーソントリップ調査は平成２９年度実施、国勢調査は平成２７年度実施と調査

年次が異なるため、両者の単純比較は出来ませんが、傾向として大きな乖離はない

と考えられます。 

出典：平成２７年国勢調査

図 トリップ数と実測値との比較
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1,000

2,000
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山形広域都市圏⇒仙台都市圏

国勢調査の通勤・通学流動 パーソントリップ調査の通勤・通学トリップ数
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仙山間の人の動き

山形広域都市圏から仙台都市圏へ行くトリップのうち、平日は通勤、通学、私事、業

務と様々な目的で行き、休日は私事目的が９割を占めています。 

平日は高速バスが３０％、鉄道（仙山線）利用が２５％を占め、休日は８割弱が自動

車利用になっています。 

※目的構成は「不明」除く 

※手段構成は「自動車（運転者不明）」「自動車（高速利用不明）」「不明」除く 

図 山形広域都市圏から仙台都市圏へ行くトリップの目的構成・手段構成 

※目的構成は「不明」除く 

※手段構成は「自動車（運転者不明）」「自動車（高速利用不明）」「不明」除く 

データ：平成２９年仙台都市圏パーソントリップ調査

図 仙台都市圏から山形広域都市圏へ行くトリップの目的構成・手段構成 
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平日に山形広域都市圏から仙台都市圏へ行くトリップのうち、通勤・私事・業務目的

のトリップは「自動車」利用が多く、通学トリップは「高速バス」利用の占める割合が

高くなっています。「高速バス」を利用するトリップの目的は「通勤」目的が多く、「鉄

道」を利用するトリップは「通学」目的が多くなっています。 

休日に山形広域都市圏から仙台都市圏へ行くトリップのうち、私事目的では「自動

車」利用が約８割を占めています。手段別目的構成で見ると、私事目的の割合が全体的

に多い中、「高速バス」「鉄道」の利用では、「通勤」「通学」目的のトリップも見られま

す。

※目的構成は「不明」除く 

※手段構成は「自動車（運転者不明）」「自動車（高速利用不明）」「不明」除く 

※都市圏外トリップを目的と手段のクロスを重ねた集計であるため、個々のトリップ数の取扱いには留意が必要 

図 山形広域都市圏から仙台都市圏へ行くトリップの手段別目的構成・目的別手段構

成 
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山形広域都市圏居住者が仙台都市圏へ行き来する市区町村間トリップ数

山形広域都市圏居住者が仙台都市圏へ行き来するトリップを市区町村別に図化すると

以下のようになります。平日は山形市と仙台市青葉区の地域間トリップ数が多くなってい

ます。休日になると、山形市と仙台市宮城野区や仙台市泉区などとの行き来が多くなるほ

か、天童市と仙台都市圏の各地域との行き来も多くなっています。 

※都市圏外トリップを市区町村間に分解した細かな集計であるため、個々のトリップ数の取扱いには留意が必要 

図 山形広域都市圏居住者における市区町村別の都市圏間トリップ数（往復）

平日

休日
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山形広域都市圏居住者の仙台都市圏での滞在時間・立ち寄り回数

山形広域都市圏居住者が「仙台都心」に私事目的で来訪するトリップは、山形の中心

市街地の来訪トリップと比べ、ゾーン内の滞在時間が長く、ゾーン内の平均トリップ

回数も多くなっています。これは、１度の来訪で複数の箇所に立ち寄り、回遊している

と言えます。 

図 「私事目的」来訪者の平均滞在時間・平均立ち寄り回数（山形広域都市圏居住

者） 
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自動車で来訪するよりも、鉄道や高速バスなどで来訪するほうが、ゾーン内滞在時

間が長い傾向にあります。ゾーン内平均トリップ回数でも、自動車での来訪ではゾー

ン内トリップ回数が少ない傾向にあります。 

図 アクセス交通手段別「私事目的」来訪者の平均滞在時間（山形広域都市圏居住者） 

図 アクセス交通手段別「私事目的」来訪者の平均立ち寄り回数 
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高速バス利用時の前後の交通手段

仙台へ行く際に、ＪＲで山形駅まで来てから、高速バスに乗り換えて仙台へ行く移

動が多くみられます。 

※トリップの発地は山形広域都市圏全体を対象 

※「乗車バス停」「降車バス停」「端末交通手段」をクロスした細かな集計であるため、統計精度の観点から個々の

トリップ数の取扱いに留意が必要 

図 山形広域都市圏から仙台都市圏へ高速バスを利用したトリップの前後の交通手段 
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イ 健康・医療

地区別の人口増減と徒歩分担率

「都心中央」など、徒歩分担率の高い地域で人口が減少し、歩く機会の喪失の恐れが

あります。 

出典：平成７年・平成２７年国勢調査 

図 平成７年から平成２７年の２５地域別の人口増減（山形市のみ）【再掲】 

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外 

図 居住地２５地域別・代表交通手段構成比（平日：山形市のみ）【再掲】 
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１日のうち「徒歩」トリップがある人の割合

１日のうち、外出時に代表交通手段「徒歩」トリップがある人、ない人の割合を見る

と、徒歩トリップがある人の割合は平日が１７％、休日１０％に留まっています。 

※「端末交通手段」徒歩の有無は考慮せず、「代表交通手段」徒歩の有無で判別 

図 年齢階層別の徒歩トリップの有無別構成比（都市圏計） 
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※「端末交通手段」徒歩の有無は考慮せず、「代表交通手段」徒歩の有無で判別 

図 性別・年齢階層別の徒歩トリップの有無別構成比（都市圏計） 
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他都市との比較

平成２９年仙台都市圏パーソントリップ調査、および平成２７年度群馬県パーソン

トリップ調査のデータから同様の分析を行うと、山形広域都市圏の方が歩いている人

の割合は若干高い結果となっています。 

出典：平成２７年群馬県パーソントリップ調査 

図 年齢階層別の徒歩トリップの有無別構成比の比較 
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散歩・ジョギング目的トリップの実態

「散歩・ジョギング」目的のトリップは、割合としてはやや少ないですが、６５歳以

上の高齢者を中心に行われています。 

図 私事トリップの内訳（都市圏計） 

図 「散歩・ジョギング」トリップの年齢構成（都市圏計） 

表 性別・年齢階層別「散歩・ジョギング」トリップ数（都市圏計） 

※目的を限定した上で年齢階層別に分割した集計であるため、統計精度の

観点から、個々の集計値の取扱いには留意が必要
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15-19歳 41 13 0.8% 0.4% 21 62 0.4% 2.1%
20-24歳 0 16 0% 0.4% 43 41 0.9% 1.4%
25-29歳 113 54 2.2% 1.4% 152 30 3.1% 1.0%
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※５００ｍメッシュに分解した細かな集計であるため、 

統計精度の観点から個々のトリップ数の取扱いに留意が必要 

図 「散歩・ジョギング」トリップの着地分布（都市圏計）
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交際目的のトリップ特性

「交際」目的のトリップ数とその構成比は、他の目的と比べてやや少ない状況にあ

ります。交際トリップの年齢構成をみると、６５歳以上の高齢者が比較的多くなって

います。 

表 目的別トリップ数（都市圏計） 

図 「交際」トリップの年齢構成比（都市圏計） 
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都市圏居住者の起床時間分布

平日の女性の４５歳～５４歳で、午前５時台の早い時間帯に起床する人の割合がや

や高くなっています。 

図 平日の性別・年齢階層別起床時間分布（都市圏計） 

図 休日の性別・年齢階層別起床時間分布（都市圏計） 
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都市圏居住者の就寝時間分布

平日・休日ともに午後１１時台に就寝する人が多くなっています。 

図 平日の性別・年齢階層別・就寝時間分布（都市圏計） 

図 休日の性別・年齢階層別・就寝時間分布（都市圏計） 
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都市圏居住者の１日の活動時間分布

平日の女性の４５歳～５４歳で、１日の活動時間が長い傾向にあります。

図 平日の性別・年齢階層別・１日の活動時間分布（都市圏計） 

図 休日の性別・年齢階層別・ １日の活動時間分布（都市圏計） 
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手段別のカロリー消費（健康医療）

鉄道やバスで通勤する人は、自動車で通勤するより消費カロリーが高くなっていま

す。 

図 山形市民の平均的な通勤・帰宅時の消費カロリー 

＜算定方法＞ 

パーソントリップ調査の結果から、山形市居住者の代表交通手段別の「通勤」１トリップ

あたりの平均所要時間を集計し、以下の消費カロリー算出式をもとに試算。 

消費カロリー（kcal）＝1.05×活動種類別メッツ×所要時間×体重（ｋｇ）

出典：改訂版『身体活動のメッツ（METｓ）表』、国立健康・栄養研究所

＜留意点＞ 

※自宅から駅まで徒歩や自転車等移動した際の消費カロリーは考慮していない。 

※体重は、一律 60kg と仮定して試算 

※消費カロリーは、通勤・帰宅の往復の値
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METS 大項目 個別活動 消費カロリー計算で

割り当てた交通手段

6.8自転車(bicycling) 自転車に乗る：
通勤、自分で選んだペースで 自転車

4歩行(walking) 歩行：通勤や通学 徒歩

2.5運搬(transportation) 自動車や軽トラックの運転 自動車

3.5運搬(transportation) スクーターやオートバイの運転 バイク

1.3運搬(transportation) バスや電車に乗車 鉄道またはバス
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医療施設へのアクセス（健康医療）

７５歳以上の高齢者のうち、免許を持つ人の８割は自分の運転で医療施設へ行って

います。免許を持たない人の７０％は、自動車（同乗）で行っています。 

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外 

図 ７５歳以上の医療施設アクセス交通手段（山形市のみ：平日） 
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ウ 定住人口・交流人口

「定住人口・交流人口」に関する分析

「転居前の住所が山形市以外の世帯」は、都心南部や都心中央に多く集積していま

す。転居前住所の方面別の割合で見ると、現住所が都心ほど「山形市以外の県内」の割

合が低く、「首都圏」の割合が高い傾向にあります。 

図 転居前の住所が山形市以外の世帯分布（サンプル集計） 

図 地域別転居前住所の方面割合  
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山形県外から転入してきた人たちは、自動車の分担率が比較的低く、徒歩・自転車の

構成比が高い傾向にあります。 

※集計対象は「山形市」居住者 

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外 

※集計対象は「山形市」居住者 

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外 

図 転居前の方面別・代表交通手段構成比（山形市のみ） 
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周辺２市２町居住者の目的別着地分布

周辺２市２町に居住する人を対象に、目的別の行き先を見ると、山形市内の広い範

囲で活動していることがわかります。 

※集計対象は天童市・上山市・山辺町・中山町の居住者 

※５００ｍメッシュに分解した細かな集計であるため、統計精度の

観点から個々のトリップ数の取扱いに留意が必要 

図 周辺２市２町居住者の目的別着地分布 
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はじめて訪れた場所

はじめて訪れた場所は「娯楽・遊戯」「食事・交際」「買い物」目的で多く、施設種類

では「飲食店」が多くなっています。 

図 私事トリップのはじめてか否かの構成（都市圏計） 

※施設「不明」は集計対象外 

図 休日：初めて訪れた先の施設種類（都市圏計） 
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図 休日：初めて訪れた先の私事トリップの内訳（都市圏計） 

※「自動車運転（不明）」、「その他」、手段「不明」は集計対象外 

図 休日：初めて訪れた先の私事トリップの手段構成（都市圏計） 
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私事目的ではじめて訪れた場所の分布

※トリップの発地は「都市圏全体」が集計対象 

※５００ｍメッシュに分解した細かな集計であるため、統計精度の

観点から個々のトリップ数の取扱いに留意が必要 

図 私事目的ではじめて訪れた場所の分布（都市圏計） 
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エ まとめ 

仙山連携

山形広域都市圏から都市圏外へ行くトリップのうち、１５％程度が仙台都市圏へ行

っています。帰宅目的を除くトリップ数でみると、約４，８００トリップが山形広域

都市圏から仙台都市圏へ行っています。 

仙山間の移動目的は、平日は通勤と通学で５０％、休日は９０％が私事となってい

ます。 

平日での利用交通手段で一番多いのは、高速バスで３０％程度となります。休日は

自動車利用が多くなり、山形から仙台で７６％となっています。 

山形市民が山形市中心部と仙台市中心部へ行った場合を比べると、仙台市中心部を

行った時の方が滞在時間が高く、回遊性も高い状況です。 

利用交通手段の乗り換え状況から見ると、ＪＲの在来線で山形駅へ来て、高速バス

に乗り換えて仙台都市圏へ行くトリップが多く見られます。 

健康・医療

１日のうち徒歩トリップがある人は、平日で１７％しかいません。徒歩分担率が高

い都心部で人口が減少しています。 

高齢者を中心に散歩・ジョギング目的のトリップが発生しています。高齢者を中心

に交際目的のトリップが発生しています。 

起床時間は午前６時台が一番多いですが、平日の女性の４５～５４歳で午前５時台

の起床の割合が高くなっています。就寝時間は、平日・休日共に午後１１時台が一番

多くなっています。 

７５歳以上の高齢者が医療施設へ行く交通手段は、免許を持つ人の８割は自分の運

転、免許を持たない人の７０％は自動車の同乗となっています。 

定住人口・交流人口

山形市へ転入した世帯のうち、首都圏などの山形県外から転入した世帯は、比較的

中心部に居住する傾向にあり、そうした世帯の方は、自動車分担率が低く、自転車・

徒歩等の利用が多い状況です。 


